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コメコン国際分業の社会主義的性格について

一一一国際分業構造の統計的検出

杉本昭七

はじめに

本稿はソ連貿易統計年鑑(BHElllH5151TOprOBJl51)の1966ー71年各年度版

を用いてソ連邦および東欧コメコン加盟諸圏における現段階の国際分業上の構

造的特徴を検出し，その上でその構造を把握する上での基本的な係争点を提示

することを目的としている。

従来の我国における社会主義研究は当然のことながら，一方でマルクス経済

学の歴史的成果をふまえての演鐸的方法によりながら，他方で現実の社会主義

社会の諸現象からの帰納的方法による理論化の道を追求してきた。この方法は

経済学の方法般として必要だということにとどまらず，社会主義経済に特有

な経済法則の性格によっ℃もその重要性が規定され ζいる。何故ならそよ己現

実に顕示されている経済現象は全体として計画当局の理論的認識およびその具

体的政策の結果をそのまま反映するという性格をもっているため，現象の分析

そのものから経済政策体系の基礎となっている理論の妥当性文はその是非を結

論することは極めて困難であり，こ与に演律的方法の資本主義経済分析に際し

て正は異な勺た意義が存在しているからである。さらにこのことは現実の社会

主義社会が異なった 11自社会の母斑」を保持しており，又資本主義世界経済の

支配する時代から社会主義世界経済の全一的支配への道における過渡期にある

という現段階の性格が，地域上の特殊性をはじめ具体的諸条件を各国に与えて

いることによってこの演縛的方法が研究上もっている重要性は倍増していると

いわなければならない。
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このように社会主義経済の分析に際しての帰納的方法の一定の限界を前提と

しながらも，現実の経済現象から出発する経済学研究における下向過程の意義

を軽視してよいわけではない。社会主義経済学の体系化，理論化はこの努力な

しには全く不可能であるからである。このような方訣上の問題意識によって本

稿はコメコン国際分業構造の特質を統計的に検出し，その上でかかる構造を解

釈する上での根源的な論点を指摘ιょうとするものである。

次の順序で考察する。

コメコンの社会主義工業化と国際分業

E 社会主義国際分業の発展と諸類型

E ソ連邦の機械・設備貿易構造の安定と変動

(吋輸入の場合

(叫輸出白場合

N ソ連邦の原燃料・鉱物貿易構造

(吋構造的特徴について

(同貿易価格D実態

V 結び 問題提起

I コメコンの社会主義工業化と国際分業

第 1表は東欧=メコン加盟六ヶ国〈フうレガリア， ，~ Y)fリー，東ドイツ，ポ ラ

ンド，ノレーマーァ，チェコスnパキア〕の対ソ連邦貿易(輸出，輸入，対ソ貿易収支〉

を商品クソレープ別に五分類して示したものである。 ζの分類とコメコ Y諸国統

計年鑑 CCTATHCTH'IECKHt1EJKEFOJ[HHK CTPAH-'lJJEHOB C3B)のそ

れとは同一であり，又コメコン外国貿易統一商品分類項目との照応関係は次の

ようになっている(カッコ内が統一商品分類)0 (1) 機械及び設備 (1 機械及び

設備)， (2) 燃料，鉱物原料，金属 (2ー燃料，鉱物原料，金属入 (3) 植物性・

動物性原料及び食品 (5 植物性及び動物性原料， ト生きた動物 7 食品生

産の原料， 8 食品)， (4) 消費物資 (9 消費物資)， (5) 化学製品，肥料，ゴ

ム，建設資材 (3 化学製品，肥料，生ゴム， 4 建設材料及び部品〉
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第 1表からえられる極めて興味深い構造的特徴は，これら六ヶ国とソ連邦と

の貿易の構成において，これら諸国がソ連邦より (2)燃料，鉱物原料，金属を

輸入し工， 刷機械及び設備，ならひに (4)消費物資をソ連邦へ輸出する型が

明白にみられる ζ とである。しかもこの型乙そ六ヶ国に共通して乙れまでも追

求されており，今後も辿る国際分業白方向であることは， よれらそれぞれの出

入超巾の 貫した増加傾向が示唆している。たとえば東ドイツは (2)の入超巾

を66午から71年に 5億5300万ループリから 6億94<∞万ノレープリに増大きせ，他

方で (1)の収支は同じ〈出超巾を 5億8∞万ノレ プリから 6億410日万ループリ

ヘ. (4)の収支は出超巾を 2億4200万ノレーブリから 4億 800万ノレープ日へ増大

している。かかる貿易構造 ((2)の輸入増に基づく入超増加.(1)の輸出入両者が増大す

る中での出超巾拡大.(4)の輸出増に起因する出超巾増大1は東ドイツ，チェコスロハ

キア， ポーランド， ハγ ガリ一回ヶ国でそのままあらわれているが， ブルガ

リア，ノレーマニアは同ーの構造的特徴を示しながらも，両国の経済発展水準を

反映して (1)については，入超巾の縮少という一つの変型として表示されてい

る乙とも注目に値する。しかし， ζれらを総括すると，、第 に六ヶ国では原燃

料・鉱物を輸入して工業化製品を輸出する国際分業関係が進行していること，

第二にしかもその場合単なる加工貿易たるにとどまらず. (1)機械及び設備の

輸出入の同時的な増加に示されているように各国とも工業化とくに生産財生産

部門の発展をすすめながら，その生産財生産部門での届際分業を進展させてい

る構造が，このような姿で顕現しているということができるであろう。かかる

二つの構造的特徴は資本主義下における国際分業のそれと際立ったちがいを示

しているといわなければならない。他面ソ連邦の方からみると (2)の燃料ー鉱

物・金属を輸出して東欧諸国り工業化を発展させ，その成果としての消費物資

と機械・設備を輸大するという方向でこれら諸国の経済発展に構造的にかかわ

っているというととになろう。そしてこの型が基本的な方向であるととはすで

に指摘したようにフツレガリア，ルーマニアが (1)項目で入超巾の縮減傾向をも

っていることもこのことを裏付けているが，何よりも東ドイツ，チヱコ月ロパ
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第 1表東欧コメヨン大ケ国の対ソ連邦貿易
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注 (1) 70年以桂の項目改訂により新設された 0項目はそれまで統一商~?長類 9 (ζの表では 4)
(3) 1970年の数値は，統計表改訂によってなきれた71年版による.これは70年版のと僅かだが

凶統計表改定によって (29)ケープル製品は (113)へ署されたがこの悟正は行なってし、な

出所 ソ連貿易統計年鑑の国別商品別ソ連輸出入表より作成.

キア，ポーラ γ ト¥ハンガリー， プノレガリ 7，ノレーマニアという経済発展水準

の序列にしたがって(1)， (2)， (4)の出超巾，入超巾の絶対額が並んでいるとい

う第1表から得られる事実がこのことを教えている。

ζの対ソ連邦国際分業の基本的構造を大枠として理解すれば項目 (3)植物性・
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(上閣は各国の対ソ輸出， -f欄は対ソ輸入) (単位百万ループリ〕
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に官まれていたので統計町一貫性について開題は存在しない。

異なる。

L、ー

動物件原料及び食品の示す数値のもつ意味も半11然としてくるように思われる。

すなわち項目(1)および (4)の出超が多い発達した社会主義諸国は項目 (2)の

入超分のみではバランプ、しえない出超分を (3)の自然的性質をもっ原料と食品

の輸入という方向で調整しようとしているかに見えるのである。たとえば70年

をとってみると (3)の入超額は東ドイツ 3億5400万ループリ，チヱコ月ロバキ
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第z表東欧コメコン諸国旧対ソ連邦輸出構h見

1966 67 " 69 70 

青十 589(100) 696(100) 802(100) 877(100) 973(100) 

ブ IJJ鵠械・設備 172 292 194 27.fI 228 28.4. 256 292 280 28.8 

" ②燃鉱原料，金属 14. 2.4 7 1.0 16 2.0 16 1.8 14 1.4 

ガ C岳山拙同1科 a 立品 256 43.5 303 43.5 329 41.0 35"8 40且 4.03 4. 1.4 

') I Øi内 t~ 拍資 127 21.6 155 22.3 184 22.9 1 S 9 21.6 196 20.1 

ァ 。.1処じ，肥投W資.ゴ 材ム 12 2.0 16 2.3 16 2.0 11 1. 12 1.2 

⑤果 1:c'i 言l'1 5日1 98.G G75 97.0 773 96.4. 886 95.3 905 03.0 

;lC 461 ( .1 00 ) 537(100) 602(100) 647( 100) 722(100) 

J、 @ 220 477 237 44.1 271 46.0 293 45.3 342 47.4 

d ⑨ 7 1.5 15 2.8 19 3.2 21 32 zo 2.' 

ガ ③ 58 12.6 7自 14.5 81 13.5 101 15.6 91 13.4 

@ 134 291 163 30.<1 175 '29.1 171 26.9 182 252 

⑤ 7 1.5 1.5 8 l' 9 1.4 LO " 
@ 426 92.4 501 93.3 560 93.0 598 92.4 651 90.2 

J十 1，114(100) 1，271(100) 1，445(100) 1，466 ( 1 00) 1，邸7([00.)

東
① 616 55.3 71055.9 839 58.1 839.57.2 922 59.2 

@ 35 3.1 35 2.8 4日 2.8 4.8 33 0.4 
ド

イ
③ 0，0 0.2 0.4 7 05 05 

@ 250 22..1 291 22.9 302 20.9 301 209 344. 22.1 
ク

@ 51 6. 75 5.13 78 6.4. 且 6.' 94.. 6.0 

@ 969 87.0 1.113 87.6 1，265 B 7.5 1，2阻 87.5 L.375 88.3 

注 (11 @累積計とは国別商品目lソ連輸出表に商品別で費予された輸出金額を合計したもので，こ
金額を確定する方法がない。

[，) 分類[1)ー [5)の数値は国別商品別ソ連輸出蓑に表示された商品別輸出金額を合計したもので

出所第1表と同じa

ア2億ノレープ 1).ポ ヲ y ド1億7300万ノレ プリ，ハンガリ 4200万ノレーブリ

となっている。そLて， ζのことは逆に項目 (2)の斡入分を (1)と (4)で相殺

しえない諸国にとっては項目 (3)が輸出の切り札と Lての役割を果たすことを

意味する。同年ブノレガリ 7は3億1900万ループリ，ノレーマこアは2700万ノレープ

リの出超額を記録しているのである。これも各国の工業化の発展水準を反映し

ていることはいうまでもない。
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(単位百万ループリ，右行出〉

71 1966 67 68 69 70 71 
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迅:19 4.3.5 ル① 51 140 70 18.3 94 22.9 84. 20.7 95 20.0 96 18.9 

18 2.8 l⑨ 105 28.8 90 236 83 20.2 80 19.8 18 16.5 81 15.9 

t空3 15-8 マ③ 94 25.8 93 243 76 18.5 70 '17.3 75 15.8 79 15五

224 28.8 二@ 86 23.6 96 25.1 128 29.9 1.31 323 167 a 52 183 36.0 

10 l' ア⑤ 21 " 宮1 7.1 22 5A. 
2.2 5.4 34. .7，2 43 8，4 

.， 1-1 91.7 @1357 97.8 呂76 98.4 398 968 387 9'5，6 <49 宮'.7 482 94.7 
!.1?!I( 1 OQ) ~lI828 (1 00) 884(10(l) 8日1'(100) l.Q03( 100) l.111( 100) "血(100 ) 
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チ
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コ
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キ

lL7 暗邑 ア⑤ 34 4.1 39 4.4 35 3:9 4日 4.0 品 4.6 品 4.5

1':;32 88.7 @1752 90.8 813 92.0 81 6 9 ¥.6 928 92.5 1.010 909 1.086. 90.2 

の項の比率はそれが各年次の総計のうち何引を占めているかを示すものである。この他には分類別

あるが，比ネはそれらを掛計r対して計賞したものである】

第 1表から得られる第2の特徴と Lては貿易の安定性が挙げられる。例えば

1968年のいわゆるチェコ事件の前後をチヱコスロ λ キアについてみても，輸出

入とも，したがコて又項目別貿易収支においても極立った変化を印してはいな

い。これは長期貿易協定およびその基礎にある計画化原則によって規定されて

いるものであり，社会主義圏内貿易の特質である。そしてこのこ止が輸出入の

一貫した増大化傾向という特徴をももたらすことになっている。

つぎに第1表を輸出構成比率で整理し直した第2表と輸入構成比率で計算し



8 (200) 第 114巻第5.6号

第3表東欧コメコン諸国の対ソ連邦輸入構成

1966 67 68 6. 70 

計 62"((100) 686(100) 854(100) 817(100) ...く100) 
プ①帽嶋‘註描 288 4.5:9 327 41.‘7 375. 4.3，9 320 86.5 a 10 36.7 

)1-' I (g珊鉱原料，金属 210 33.5. 216 31.5 271 U.1 316 36.0 324 38.4 

ガ ③動・組眼科.食品 6.2 -9.9 66 9.6 86 10.1 83 9.5 84.. 10.0 

'J ⑤消費物資 16 2.6 19 2.8 82 a.1 .. <.! 28 8.S 

⑤建町・肥設料資，ゴ材ム 26 4.1 a 1 4.S 42 4.9 56 4..1 31 4..4. 

⑤累 積 計 602 96.0 659 96.1 806 9-4.4 791 90.2 783 92.8 

計 4.54(100) 521(100) 6日8(100) 680(100) 758(100) 

ハ @ 109 24.0 134 26:4 125 20.S 115 18.3 165 21.8 

d @ 11白 38.8 178 33.8 228 86.1 24'7 89.2 299 S9.4. 

" ③ 101 222 12< 四五 144 2a.1 138 21.9 189" 18.3 

'J @ 8 '1.8 1.7 12 2.0 16 2.5 22 2.9 

⑤ a 1 6.8 .a 5- 6.6 47 1.7 56 8.9- 60 7.9 

@ 425 98.6 48b 91.1 551 90.6 512 90.8 685 90.4 

告十 1~6 喧(1 00 ) I.274.(100) l，856(HO) 1，565( 100) 1，738(100) 

@ 108 8.5 141 11.5 207-15.3 284 18.1 320 18.4 

東

@ 588 41;.4 1i81 45.6 517 38.1 589 57.6 66B 8o.l 

ド

③ 353 27.9 341 26.8 305 22.5 521 20.5 862 20司自

イ

@ 8 0.6 8 0.6 0.7 :1. 0 0，6 16 0.9 

フ

⑤ 4. 6 3.5 47 3.7 41 8.0 5.1 3.8 4.2 2.4 

@ 1，108 87.1 1，124. 88.2 1，07[1 7日E 1.255 80'.2 l，105 80.7 

出所第1表と同じ。

た第3表とで第 1表r闘して指摘した諸点を再度確認しておこう。

第 2表輸出構成比率では， 第 1表で確認した各国の工業発展水準の高さと

(1)機械・設備輸出比率の高さとの対応がみてとれる。 例えば70年には東ドイ

ツ59%，チェコスロハキ754%，ハンガリ -47%，ポーラ Yド37%，プノレガリ
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(単位百万ループリ，宿行%)

71 1966 67 •• .9 10 u 

98 4.( ~OO) 計 72'3(100) 821(100) 94.5( 100.) 1.m'S( 1 00) 1，215( 10 0 ) 1周12(100)

391 89.7 ポ① ¥30 18.0 158 18.6 161 17.0 .205 19.0 284 19.3 223 17.6 

34.l 40.4. I② 286 39.6 3.19 38.9 864 38-5 4.28 a 9.7 415 39.1 4.94 88.2 

69 8.2 ラ③ 118 1晶S 161 19.6 14. 7 15.0 179 16.6 193 159 266 20.6" 

宮 .. ;..I@) 16 2..2 21 2.6 21 2.2 24 .2.2 28 211 .2 9 "2.2 

39 4..6 ド⑤ 24 3.3 .2 6 3.2 a 2 3.4. 84 11.2 58 4.8 64. 5.0 

866 88.0 ⑥ 574 79.4. 680 8.2.8 12 5 7S.7 且1080.6 988 81.11 1，081 83.7 

881( 100) 計 848(100】 355(100) 815(100) 4.29(100 ) .1"45(100) 421(.100) 

218 24.1 ル① 91 26.1 105 29.6 1白6 28..3 "理由 1.0 97 218 116 21.2 

3s 6 88.1 II@ 167 4.8.0 15T 442 158 42.1 15939.4 184 41.3 197 ~.6 .1 

168 18.5 マ③ 22 6.0 2' 自 26 .6.9 25 5.8 48 10.8 34. 8.0 

21 2.4 ニ@ 12 3.4 11 3.1 24 τ1.6 8 1.6 2.1 

51 65 ア⑤ 11 4..9 16 4...2 ¥5 4.0 17 4.0 9 2.0 8 1.9 

"1T5 90.2 @la09 88.8 812 67.9 314 83.7 851: 81.8 346 77.8 364. 852 

1.116(100) 計画05(100) 871(100) 984(100) 999"(100) 1.0由(100) 1.218( 10日〉

<159 19.8 テ① 137 170 121 14.6 154 14.3 148. 14..日 140. 12.9 191 15.1 

694 40.4 z コ② 3"13 38.9 364 1.0 401 42~. ..ヨ".527 48.1 60S 49.5 
361 21.0 ヌロ ③ 219 27.2 28 G n.o 224 24日 201 20.1 216 19.9 209: 17.2 

16 0.9 ハ⑨ 10 12 12 1.4. 14 1.5 14 ¥.4 15 1.4 2a L9 
キー

ァ⑤ 29 3.6 35 a.3 39 4.2 52 5.2 51 4.7 52 4..3 

1，-45--1 84.7 @1708 88D 771 88.5 812 86.9 且74. 87.5 949 87.6 1，078 88.5 
」

729%，ノレーマニア20%と階段状をなしている。そして前四ヶ国はこの項目が

最大の項目をなしている。また，工業化の進展の指標としては項目 (4)消費物

質が各面とも 20%をこえている点をもあげることができょう~.何よりも項目

(1)及び (4)の絶対額における例外のない伸長がこのことを説明Lている。 項

目 (2)燃料，鉱物原料，金属輸出は，東ドイツ，ハンガリー， フソレガリア三国
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ではとるにたらない程度であり，他方，ポーラ Y ド，ノレ マニア，チェコスロ

パキアは10%台を占めているがιれら後者の三ヶ国ともその比率は減少傾向に

ある。

第 3表の輸入構成比に移ろう。 70年をまず見ておこう。第一に分類 (2)が最

大の比重を占めている点が共通している ζ とが特徴的である。第二にもョとも

発展している東ドイツ，乎 r コスロハキアでは分類 (3)の比率が約2日%で 2位

を占めているが，これら二国に続〈ポーランド，ハンガリーでは2伎の座は分

類 (1)が押さえている。乙れは工業化計画の要請が前二国とちがうことを示唆

するものであろう。そしてこの点はプノレガリアとルーマニアにおいて分類 (1)

の比率がさらに大きいことによって裏付けされているようである。ここからも

二国づつの発展三段階が想定できるであろう。

第 2，第3表の各分類項目の数値は累積計の数値で示されているごとく， 全

輸出あるいは全輸出のほぼ90%しか包括bていないため，これらの表から比率

あるいは絶対額での傾向的特徴を微細に検出することは不適当であると思われ

るが，以上の諸点は確認しておいても間違いではあるまい。

11 社会主義国際分業の発展と諸類型

各国が機械及び設備の輸出と輸入を同時的に増大させていること，また工業

化による消費財輸出の増大傾向がみられる乙とは，一定時点 Cの資源賦存に基

づく国際分業原理ではな〈意識的な工業化政策の存在を示唆するものであるが，

乙の国際分業の方向づけがさらに届際的な計画の調整と協力に基づいて積極的

に行なわれる点に社会主義国際分業の重要な特徴がみられる。

統計項目上の制約により産業部門別に計画化による新たな国際分業構造の析

出過程を検出することはで舎ないが，ソ連邦からの旧分類。d完成工場設備及

び材料の輸出が (1)機械及び設備斡I出に占める比率を示した第4表はかかる積

極的な国際分業形成原理の存在を推論させる資料のーっとして役立つであろう。

この表によるとチェコスロ λ キアを除いて完成工場の輸入が継続しており，
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第4表各国のソ連邦からり元成i場輸入動態(単位 100万ルーフリ〉

I 1966 I即 1田8 I附|日
完成工場輸入 (A) 133 149 162 113 91 

7" )レ力、、リア 機械及び設備輸入(B) 288 327 375 32日 312 

A/B (%) 47.6 45.6 43.2 35.3 29.4 

(A) 14 20 11 8 14 

ハンガリー 但) 109 134 125 115 166 

A/B(%) 12.8 14.9 8.8 7.0 8.4 

ω 13 13 25 52 79 

東ドイツ 但) 108 147 207 284 322 

A/B (%) 12.0 8.8 12.1 18.3 24.5 

(A) 24 30 24 31 37 

ポーランド ー但) 130 153 161 205 236 

A/B (%) 18.5 19.6 14.9 15.1 15.7 

ω 30 32 36 66 14 

ル-~、てア 但) 91 105 106 133 97 

A/B (%) 33.0 30.5 34.0 49.6 14.4 

(刈 3 4 13 4 8 
チ エロ (B) 137 127 134 148 141 スロ円キア

A/B (%) 2.2 3.2 9.7 2.7 5.7 

出所 ソ連貿易統計年鑑各年間版

とくに相対的に工業発展が遅れたプノドガリアとノレーマニアにおいてその輸入比

が高いことが注目される。これは完成工場の移植を通じて上から工業化を行な

う道が強〈推進されている ζ とを意味するが，この ζ とはさらに経済構造の接

近，生産力における平準化に連なる動因でもあろう o この方向は自然成長的国

際分業の進展とは全く異質なものであり，社会主義世界経済において比較牛産

費原理に基づく国際分業が形成されるという見解に疑惑を投げかけるものであ

る。

ついで現段階における国際分業構造の型を更に細分Lて検出しておこう。こ

の場合すでに第 1表でみた 1桁分類 (P.Maぽe，は sectionまたは categoryとLて
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いる。)Dによるソ連と東欧諸国との聞の届際分業構造の性格を前提とすれば，問

題は (1)機械及び設備，および (2)燃料・鉱物・金属目内容主検討するよとが重

要であろう。私は1970年度について先ずソ連外国貿易統計年鑑における 3桁分

類項目 (P.Marerによれば group，これを私は部門間分業と呼ぶ〉によって明確な

届際分業構造が存在するか否かを追求し，その上で5桁分類項目(出=，部門内

分業とよぶ〉および7桁分類項目 (articleまたは sub出乳製品グループ別分業とよ

よりによって同己努力を行なってみた。

その結果は3桁での調杏によって"は，僅かに (193)航空用資材が専らソ連

邦から輸出されていること，およびソ連邦は (134)電動車 (139)テノレハをブ

ノレガリアからのみ輸入Lていることが析出されただけでそれ以外には裁然とし

た国際分業の型は検出されなかった。

5桁および7桁項目での検討からは三つの国際分業の型を一応区別できそう

である。第一は用途別の分業，第二は重要度に相違があるもの，第三は製品と

部品との分業という点にそれぞれ特徴をもっている。以下の分析がそれである。

第 I型は第5表として示した (130)クレー γおよび第6表の (190)鉄道用

車輔の場合で代表される。

第 5表では用途別製品の国際分業が明確にみてとれる。輸入は東ドイツとハ

ンガリーに集中し(ポーラシドとチヱコスロパキアに対してもソ連邦は入超であるが

東ドイ、ノ， ハンガリーに比して'j'，-¥U{でもあり， また 5桁での数値が示されていなし、)，

輸出は各国に分散している。しかもこの場合用途別にみれば明らかなように輸

出品目と輸入品目とは全く交文していない。即ちソ連邦は東ドイツから，冶企

用クレー'/，門構クレー'/，鉄道用グレー'/，キャタピラ・グレー'/，積換え

クレーンおよび予備部品を，またハンガリーから門構クレーYと浮ク-y-yを

輸入し，輸出はこれらとは全く品目の異なる自動車クレー>'，パイプ積上げ用

。P.Mar町，“Sovietand East Europ且 nForeign T四 de，"Indul7，国 Univ.P;均 55，1972， 
Appendix A 

2) 杉本昭七未定楠「東欧コメコン諸国の国際分業構造についてゴ京都大学経済研究所デイスカ
ッγ 冨 γ ・ベーパー.74年8月を参照されたい.



第5表 1 9 7 0年におけるソ連邦の東欧コメコン諸国とのクレー γ輸出入 (単位 10万ル フリ〉
乱世 出 ヰ命 y、

プノレに? ドド ー|ノレ ;~ヱコス プ Fレi叶手ド|ポ |ノレー|チエコスガリア ツラ γドマニ パキア ガリアリー ツヲ γ ドマニアロパキア

--=:~クレー γ 35.5 1 38.8 1 23.2 1 39.0 1町|
1蜘 4冶余用 | || 1| 11 l i 1 1制 1 1 13雌 門グ構レクレーγγ | |伽11山[|
l叩071 ~レ劫ー雪 印41 28.7 1 112 1 24.4 1山 112 
l叩831ヤF引 ~_I_I..I 山|
13009すレ道号 1 1 1 1 1 
13010 塔型クレーン 221421441 1 1 
mz  ztタピ ~J 1 1 1 1 [ 1 1 2山 1. [ 
間 3浮クレ ン 1 1 1 11  |出"1 1 1 1 
レミ | 川 1 [ 1 1 9811 [ 1 

13021 ハイプ積上げ 1 2.7 1 2.0 1 75 1 1 04 
I|641|2341I11| | 

月クレー γ

四回予伽部品 ~J 1 1 I 
I1j所ソ連貿易統計年慌 1i1971年度llii

u
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園
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萌
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時
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軸

ω
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〔単位 10))ループリ〕

)~~臼 i-H 愉 入

カa リアガリー ツランドマニアキスロノア ガリアガリーイ ツランドマエアキスロノア

190 鉄道用市両 18.8 1 22.7 1 116.5 1 181.3 1 1 148.1 1山叩891 554.31 剖9.3

l四 4|||| | 19001 プイーゼルw
19007 幹締用電気機関昨

19008 工業用電気概関車 ||  1 108.4 1 

19009 鉱山用 d 0.91 _J L _1_  _1 
10010 ディーゼル H 

|11||1|l|  | 

1 354.0 

19015 有蕎賃収 .. 1 捌 81 

19018 鉄道用タンク車 L 叩681

19019 鉄道用等jR車 山|

19020 ρ 冷凍車 1 180.51 

19021 半貨車 1 601 1 

19024 広軌客車 日301 97.6 1 

19034 食堂 lj:!
|354||||  | 

19035 電車車両 ----'---_1 
山 5

19042 冷却佐世仔車両
_1出 ol||l 

1904502電気機関車 山

||324|1609| 11634  19098 車両部品 69 1|  

1 9 7 0年におけるソ連邦の東欧コメコン諸国との鉄道用車鞠愉出入第6表

山所第5表と同じB
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クレーン，タイヤ駆動クレーン，塔型クレーγである。このことはソ連邦とハ

ンカサ ， 東ドイツ三ヶ国の問で fあるいはポーヲンドを含めて〉国際分業がこ

れらの品目に各国が特化する型で行なわれていることを示している。さらにい

えばこの場合輸入が輸出を著しく凌駕しており，国際分業においてソ連邦は全

体の一部Eしての役割を果たす地位におかれている Eいえよう。

第 6表鉄道用車輔についてみると，輸入は東ドイツ.チェコスロバキア，ポ

ーラ γ ド，ハYガリーから行なわれているが，その際ハYガリーはディーゼノレ

車，東ドイツは工業用電気機関車，鉄道用等温車，同冷凍車，広軌客車，食堂

車，冷却装置付車輔，ポ ラY ドは有蓋貨車，タング車，半貨車，広軌客車，

チェコスロノミキアは幹線用電気機関車，ディーゼノレ車，電車車柄を専ら輸出し

ており，各国の輸出品目が明らかに異なっている様がみてとれる。また他方で

のソ連邦からの輸出品目はディーゼノレ車それに小額の鉱山用電気機関車および

電気機関車が表出されている。 ζの場合もまたソ連邦の輸入が輸出に比して大

きしソ連邦はコメコン国際分業に依存している性格をもっているといえよう。

なお (181)農業機械の場合もこの型の特徴を示しているおことを付記しておこ

つ。

第H型は重要度に相違がみられるもりであって， 第 7表の (128)さく井設

備及び (159)電気・電子機器の場合にみられるものである。

(128)きく井設備についてはソ連邦の輸入はルーマニアからのみであり，

ソ連邦は他の宜ケ固に向けてはもっぱら輸出している構造をもっている。そし

てこの場合の特徴はソ連邦から白輸出がさ 4井設備，石油採油設備，ポーリン

グ機械という主要な生産手段であるのに対して，輸入品目は単位当り価格の小

額な士具・部品から成っていることである。

また (159)電気・電子機器の場合についてもソ連邦が鍵付計算機器. レジ

スター，付属具等を東ドイツをはじめとする各国から輸入し，他方でより複雑

な穿孔式計算機および電子計算機を六ヶ国に輸出している構造がある。このこ

の杉本前掲未定稿， 37ヘジ。
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1 970年におけるソ連邦の東欧コメ，コン諸国とのさ〈井設備および電気・電子一機器輸出入

(単位 10万ルヅリ〉

第7表
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第5表と同じ。出所
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10ノJルフリ〉

車市 「ドl 車首 入

ブノレハン ドポールーチェて
ンル| ン|事ド|ポ |ル ihヨガりアガりー ツラソドマニアキ/‘司 ~，アP 

191 長動車輸送主

19101 トヲック
1竺土L|?26 

19103 バ λ

19104 I 1， p リ f ミス 1 II 1 80.9 
19110 トフl日y・ク組立J+J

自j セット

11998111 ' トラッグ部品 121.41 7R.6! ]20.1 I 91-3 ¥ 19.1 I 
19112 トレーラー 1 2.0 1 1 

19116 自動車修理設備 イ 1E川3.6
19117 特殊自動車

1 
519
1. 

1911757冷凍車
1 1 1 1 I 1 79.3 

1911758等温車
1 1 1 1 1 1 1 山 1_1

f単位1 9 7 0年におけるソ連邦の車欧コメコン諸国との自動車輪決・修四設備愉出入第 8表

(

N

G
匂

)

]

弓

1.1:所第5表と同じ.
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とはより進んだ技術を要する品目をツ連邦が受持つている ζ とを示唆している。

この電気・電子機器の国際分業は同時に第E型即ち，製品と部品との分業の

存在をも示していることに注目しなければならない。 というのはここには電

子計算機に関してソ連邦が部品 (1594841)をプノレガ担 7 から， また付属具

(1邑950)を束ドイ、ノ， チェコ λロ〆キア， ノレ-~...{";;ーァ等から輸入して，完成

品 (15941)を輸出する構造があるからである。 乙の第E型はさらに第 8表自

動車輸送・修理設備の場合にも検出することができる。 ζの場合は一方で第 I

型がみられる。即ちここではハソガリー，チ z コスロノミキア，ポーランドがソ

連邦への主たる輸出国とな勺ているが，ハンガリーはノミス， トラック部品，特

殊自動車 (7桁項同不明)， 自動車修理用設備，ポーラ γ ドは等温車，チヱコ旦

ロバキアはトラック部品， トロリーパス，冷凍車，それにノレーマニアはトレー

ラー，プノレガリアはトラザグ部品を輸出している。しかし他方で第E型が存在

する点に注目すべきである。というのはこの場合ソ連邦のチェコ見ロパキアを

除〈各国に対するトラック輸出が多いことに関係するσ つまりソ連邦はトラ少

第9表 ソ連邦商品目輸問1依存度(1970年】

品 名 単位 生産(叫 輸出但〕 輸入(酎 万(輸依2)了存〈度%出〉d輸依〔存%研度〕入

15401 ェクスカベーター 台 30，974 2，3U:I 1，388 7.5 4.3 

15407 自動車グレーダ 台 4.590 620 100 13.5 2.1 

15409 スグレーパー ムロ 9，834 284 2 2.9 o 
17301 自動調心型ベアりング 百万個 672.7 35.0 9.7 5.2 1.4 

18001-3 トラグター 千台 458.5 28.3 5.3 6.2 1.1 

19007 幹線用電気機関車 台 323 114 26.1 

19024-7 客 車 台 1，791 5 781 0.3 30.4 

19101 ト ヲ ヅ グ 千台 524.5 33.9 4.7 6.5 0.9 

19103 ，、 ス 千台 47.4 1.4 4.9 3.0 9.4 

19501 乗 用 車 千台 344.2 84.8 。 24.6 o 
19510，12 すート J守イ・ λ ク->- 千台 833.0 22.5 75.7 2.7 8.3 

出所 ソ連貿易統計年鑑 1971年度版
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ク部品をフツレガリア，ハY ガリー，チ z コスロパキアから輸入しながら，ハγ

ガリー，東ドイツ，ポーラ γ ド等に輸出する構造がここにもみられるからであ

る。

なおソ連邦の国際分業という場合に，同国では一切生産しない品目が存在す

るか否か〈完全特化〉にもついて検討する必要があるが，専らプノレガリアから輸入

される品目として 3桁分類で析出された (134)電動車，および (139)テノレ〈

についての生産統計が得られないため断定できない。しかし第9表の輸出入依

存度左りわけソ連邦の輸入額で最大である4)(190)鉄道用車繭についても輸入

依存度が幹線用電気機関車26ユ%目客車30.4%に留まっていることは，完全特

化が存在しないことを推論させるものである。

III ソ連邦の機械・設備貿易構造の安定と変動

{吋輸入の場合

データを1966年から71年までとり，その過程を商品別国別統計によって検討

することにする。しかしこの場合コメコン統一品目分類表が71年に部分的に改

訂されているため，その包括する範囲がそこで分割によりあるいは再構成され

ることによって変更された品目は考察の対象としては不適当であり対象から除

タトしてある。

検討の結果生じる特徴をあらかじめ述べておけば次の五点にまとめることが

できる。

第ーはソ連邦の機械・設備輸入を全体としてみれば，その趨勢は安定的成長

といえるものであり，それは量的にも，相手国に関しても変動が少ない。また

その際，主要相手国は東欧ヲメゴン諸国であって，これらの固からの安定的供

給がその主要な要因となっでいる。また，さらにいえば第一節ですでに検出し

たように，東欧各国の経済発展水準の高さはそのままこれらの国の対ソ機械・

設備輸出の大きさに反映している。

4) 杉本前掲未定稿， 23ベ クロ
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第10表 ソ連邦の機減・設備(1)および医療機器(1 7 2) 

1966 1967 1968 

回
百 万 国 1:1: プマ! 国 百 万
ループリ /レープリ

全輸入額 ω 2，308 全輸入額 (A) 2，625 全輸入額仏) 3，127 

五ケdE計 ω 1，691 五ケp計 (8) 1，895 主?計伯) 2，161 

玄 C%) 73.3 A C%) 72.2 A C%) 69.1 

東ドイツ 616 東ドイツ 710 東ドイツ 838 

チェヨ九ロパキヤ 442 チェコλPパキヤ 457 テェ"~ロパ干ヤ 465 

ポランド 233 ポーラ γ ド 297 ポーランド 353 

ハンガリー 228 ハンガり一 237 ハンガリー 277 

ブルガリア 172 ブルガリア ~94 プJレガリア 228 

国 It~ プり| 国 11プり 1 国 千
ノレ フ'リ

ハンガリー 12，530 J、γ 力。り 12，907 ハ γ ガり一 15，310 

チェコ~"パキヤ 7，083 東ドイツ 8，505 東ドイツ 8，676 

東ドイツ 6，630 チェコ""パキヤ 6，831 チェコスロパキヤ 7，201 

7守"ザリア 2，512 プノレガ、りア 2，696 プJレカ'リア 2，620 

スェーデン 1，167 "'ラ γ ド 2，073 ポ ランド 1，983 

出所 ソ連貿易liltm-年鑑各年度版

第二点は，東欧コメコン諸国からの輸出の安定的増大傾向は，当然のことな

がらその中に国際分莱の進展を内包していることである。

第三点は， ソ連邦の東欧コメコン諸国からのこれら品目の輸入が安定的であ

るのに対して，資本主義各国からり輸入は年次毎にまた国毎に大きく変動し ζ

いることが対照的に検出されることである。

第四点は，部門によって資本主義国に依存、ιている度合が大きいものと，殆

ど依拠していないものとが明確にわかれていることである。

最後に第五点は社会主義経済の計同化原理，その具体的形態の一つである長

期貿易協定が安定化に果している意味，又さらに相手国が資本主義嗣であって

も貿易協定を結ぶことによって輸入量を安定させている例(たとえばフィンラン

ド〉が明らかにみてとれることである。
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国別輸入量 〈上段合計，下段医療〉

1969 1970 1971 

国 l!ーフ/Fl 国 |吉ノレ フゃ方リ| 国 |百ノレープ万り

全輸入額 ω 3，486 全輸入額 (A; 3，753 全輸入額 ω 3，816 
五?計但) 2，324 五ヶB国計侶) 2，559 五ヶB用計但) 2，699 

玄ブ (%) 66，7 亙(%) 68，2 A (%) 70.7 

東ドイツ 838 東ドイツ 921 東ドイツ 979 

チェコ戸、 Fパキヤ 560 チェコスロパキヤ 60日 チェョスロパキヤ 628 

ポーランド 378 ;t<-ラ γ ド 417 ポーラ γγ 413 

ノ、ンガリー 293 ハソガりー 342 プノレガリア 340 

プノレガリ 7 255 プノレガりア 279 ハンガリー 339 

国 11ープリ| 国 国 千
yレプり

f、ンカ。り 14，672 /、 γ カr り一 15，074 ハンガリー 17，615 

東ドイツ 10，957 チ.'スロパキヤ 11，262 東ドイツ 15，106 

チヱコスロパキヤ 6，907 東ドイツ 8，796 チェヨ'̂ロパキヤ 9，358 

ポーラ γ ド 3，428 プノレガリア 4，077 フ申/レ jfりフ' 5，632 

ブルガリア 3，118 ポーランド 2，022 ポーランド 3，611 

第一の論点に関しては第10表が検討資料となる。

との表は機械・設備全輸入およひー医療機器部門について取引相手国上位5ヶ

国をとり，それぞれ国別数値を示したものである(なお本節で取り扱う統計はすべ

て同様である〉。

前者についてみると，先ず上位5ヶ国が全輸入額に占める70%前後という比

率の安定，全輸入額の伸びと上位5ヶ国計の仲びの平行的発展傾向，また4ヶ

国がすべて束欧コメコン加盟諸国から成ること，およびソ連邦の輸入額の人き

さはこれら主ケ園の工業発展水準にほぼ照応しているととがいえるであろう o

機械・設備全体をみた場合に東欧コメコン諸国の比率が高ししかも国別の

伸びが安定Lている正いう特徴が存在している ζ とは，当然品目別にみてもか

かる特徴を検出しうる部門が多く見出せることを示唆するものである。その一

例として (172)医療機器部門をみておこう。 ここではハンガリー，東ドイツ，
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第11表 ソ連邦の園出IJ農

1宮66 1967 1968 

国 |千ノレープリ 国 干〆レープり I 国 |千ノレー7'リ
フー Jレコザリア 32.788 ブルガリア 44，850 プノレガリア 41，304 

東ドイツ 21.844 東ドイツ 31.784 東ドイツ 40，158 

ハ Y ガリ} 4，751 ハンガリー 6，563 ポーランド 8，673 

チェコスロパキヤ 2，063 チニE 吉 ~τ1 パキヤ 3，226 ハ Y ガリー 6，309 

チェ，~"パキヤ 5，988 

出所 ソ連貿易統計年鑑各年度版

第12表 ソ連邦の国別鍛造プレス

1966 1967 1968 

国 |千ル プり 国
千 国

千
ノレーザ" ノレープリ

東ドイツ 25，689 東ドイツ 26，714 東ドイツ 29，410 

チ.'ス Fバキヤ 4，652 チェコ見ロパキヤ 4，740 チ，，~ロパキヤ 5，763 

西ドイツ 514 フヲソス 2，384 7 ヲ γ ス 4，547 

イギリス 144 西ドイツ 57日 西ドイツ 1，226 

フランス 65 イギリ戸 19 イギリス 113 

出所 ソ連貿易統計年鑑各年度版

チ zコスロパキア，プノレガリ 7，ポーランドのn聞にソ連邦への輸出が多く，年
により国により時折変化を見せているが，全体として東欧コメコ y諸国の比率

が大きいこと，国毎の仲長が各国とも見られる点は指摘できるのである。

ついでソ連邦が東欧コメコン諸国から多く輸入し，その量も増λさせながら，

国際分業主発展させている例として (181)農業機械をあげることができる。

ζ の部門が5桁分類水準での国際分業を行なっていることはすでに指摘した通

りであるが， 1966"F~71年にわたる輸入量の変動は第11表が表示する還りであ

る。ここではブルガリア，東ドイツ，ポーラ γ ド，チェコ月ロバキアがL、ずれ

もソ連邦への輸出貴を増大させているのであるロ

第三の特徴はソ連邦の東欧コメコ Y諸国からの輸入の安定性と資本主義国か

らのそれの変動との対照的性格についてであった。この例と Lて我々は(101ー
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業機械 (18 1)輸入表

1969 1'970 1971 

国 千 国 |千ループリ 国 11-ブリループり

ブrレガリア 47，744 ブルガリア 53，261 東ドイツ 69，155 

東ドイツ 41，781 東ドイツ 45，736 ブルガリア 57，275 

ポ ランド 12，609 オそーランド 14，102 ポーランド 16，641 

チョι コ九回~{キヤ 9.990 チェヨスロパキヤ 12，818 イタリア 15，238 

ハ Y ガりー 4，227 アメリカ 5，583 チヱコ丸ロパキヤ 14，685 

設備 (101-103)輸入表

1970 1971 

国 1千ノレープり 国 It-プリ! 国 |干ノレーフ。リ

東ドイツ 29，931 東ドイツ 28，019 東ドイツ 26，172 

チェ "Aロパキヤ 6，062 ず『エヨA ロ-，キf 7，820 チ占国A"パキヤ 11.696 

西ドイツ 3，380 西ドイツ 6，111 西ドイツ 9，745 

フランス 3，018 ス イ ス 4，027 ス イ ス 6，881 

イギリス 377 イタリア 3，425 イタリア 1.705 

103)鍛造プレ旦設備をあげることができる(第12表〉。 すなわちここで登場す

る社会主義00，東ドイツとチェコスロハキアは前者り横這い，後者の増大傾向

という相違が存在しながらも共にソ連邦への輸出国として安定した地位を維持

しているのに対して，資本王義国は西ドイツからの輸出が急増を示している他，

イギリス.フラ Yス.λイス，イタリ 7はたえずその輸出国としての地位を変

動させている。

この資本主義国からの輸入がその量において大きい品目は国に関しでも大き

な変動を示すという点は第13表に示した化学工業設備及び建設材料工業設備の

輸入趨勢が明示的にあらわしている。

化学工業設備は資本主義国からの輸入比率が高いものの一つで，ここに掲げ

た年度においては1970年以外は，いずれの年も社会主義国からの輸入を凌駕し
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第13表 ソ連邦の国別化学工業設備 (15 0) 

1966 1967 1968 

同 |工プリ l 国 t- フ争~ I 国 |千パ〆 ブリ

イギリス 52，589 チ"ス回パキア 46，593 イギりス 59，199 

チェコスロバキア 31，411 イギリス 44，930 フラ γ ス 42，073 

西ドイツ 22，334 プランス 36，357 東ドイツ 3M，899 

東ドイツ 21，183 東ドイツ 28，502 チェコス'">~キア 27，917 

日 本 18，702 オランダ 26，839 酉ドイツ 22，985 

東ドイツ 18，7十3 東ドイツ 8，041 東ドイツ 10，346 

ノ、ンカφ リー 3，545 フランス 3，485 酉ドイツ 5，547 

オ毛 ランド 232 イギリス 1，687 チェヨ'"ロパキア 3，072 

西ドイツ 155 ハンガリー 1，114 イギリス 1，383 

チェコスロパキア 54 西ドイツ 860 イタリア 1，086 

出所，ソ連貿晶統計辛鑑 l 各年度rOt

ている。そして固としてはフラ Yス，イギリス，イタリア，西ドイツ， 日本等

がソ連邦への輸出国としての重要性をたえず変動させている。建設材料工業設

備は資本主義国からの輸入比率が化学工業設備白それ程ではないが，多い年に

は40%に達している。そしてこの場合にもイタリ Jア，西ドイツ，プランλ，イ

ギリヘアメリカ等からの輸入量が大き〈しかも変動しているのが見てとれる

のであるu 但し，これら両品目の場合，東ドイジはそれぞれ安定しているとい

えるが，それに比べて手市コスロパキアの変動が大きいといえそうである。

ここで資本主義国からの輸入比率が高い品目を調べておとう。他との比較の

ため，および71竿の数値がそれまでと質的にちがうと考えられる品目がいぐっ

かあり，それが貿易協定の開始に関連していると推定されるため， 1970年をと

ることにする。ただしここでは便宜上，上位五ヶ国の輸入額に占めるその比率

をZ十算した。

(151)製紙・木材加工工業設備77，3%，(121)粉砕選鉱設備 5L9%，(157) 

印刷工業設備 42，1%， (128) きく井設備 36，~%， (154)エグスカベーター及

び道路建設設備 36，0%， (120) 鉱山設備24，0%， (150) 化学工業設備 22，6%
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および建設材料工業設備 (15 3)輸入表 上段化学，下段建設〕

1971 

国 I千ループリ 国 |工プl 国 |千ルーフリ

チz コスロ~{キア 34，536 東ドイツ 52，705 東ドイツ 42.857 

東ドイツ 32，623 チェヨλ ロ"キア 38，394 フランス 38，542 

イタリア 32，612 ポーランド 19，657 日 本 35，662 

イギリス 26，819 日 本 16，730 手 zコスロバキア 28，778 

フランス 21，564 イタリア 15，678 西ドイツ 19，日98

東ドイツ 10，088 東ドイツ 10，809 東ドイツ 11，706 

チェ=λロパキア 5，731 チェ=スロバキア 6，051 イタリア 4，55<1 

西ドイツ 3，550 ハ:/ガリー 2，539 西ドイツ 九147

イタリア 2，339 西ドイツ 769 アメリガ 1，980 

イギリス 1，358 イタリア 658 ハ Y ガリー 1，608 

これら輸入比率の高い諸部門がいずれもどちらかといえば最終財加工，第一次

産業部門に関連深七社会的生産の筋骨体系を形成する労働手段に直接関連す

るものではないように思われる。ソ連邦は資本主義国からの設備・機械の輸入

の範囲に一定の限界を付しているのではないだろうか。

第nの論点は，資本主義国でありながらソ連邦に対し E安定的な供給国とな

っている国が存在「ることであり，その場合長期貿易協定がその重要な環とな

っているのではないかという乙とであった。そしてこのことは社会体制の異な

る国々の聞での貿易を通じる安定的な国際関係を発展させることによる社会主

義国側からみれば輸入先の確保，資木主義国側からみれば市場の確保という相

互に有利な市場保合とそれが双方の経済発展にもっている意義とい弓重要な問

題に密接な関連をもっているのそれをフィンランドについて示したのが第14表

であるο ここで提示した両品目とも70年から71年にかけて大きく変化している

が， それを除くと (151)製紙・木村加工業設備に関してはフィンランドが最

大の供給固となっており，このフィンランドからの輸入は他の資本主義国，ス

z デ:-'，オーストリア，フランス等のそれに比して安定的供給固たることを
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第14衷 ソ連邦の国別製紙・木材加工工業設備(1 5 1) 

1966 1967 1968 

国
f!ブり|

国 千 国 |干ノレープ争 リループリ

フィ γ ランド 12，467 フィンランド 20，276 フィンランド 36，591 

λzーアン 9，573 ポーランド 16，381 ポラ γ ド 18，345 

ポーランド 4，811 フラン只 10，961:: プランス 17，3S!O 

オーストりア 2，791 λ ェーデン 8，896 スェーァン 15，914 

フラ γ 戸、 ，2，727 オーストリア 6，265 西ドイツ 2，651 

ポランド 96，726 ポーヲンド 119，149 東ドイツ 138，984 

東ドイツ 95，411 東ドイツ 98，020 ポーランド 135，286 

ユーゴA ヲずイア 59，256 フィンランド 73、526 7.ンラ γ ド 80，035 

日 本 53，657 ユーゴスヲずイ7 33，782 ニ，-コ号A ラグィア 34.361 

西ドイツ 38，654 チェコスロパキ7 26，470 Jレーマニア 21，7号6

出所ーソ連貿易統計年鑑各年比版

第四表 ソ連邦り国別食品工業設備(140)

1967 1968 

国 1千ループリ 国 11プり| 国 |千ノレープリ

チェ=スロパキア 2，016 チー"'-7."''';:キア 2，689 東ドイツ 4，043 

キューパ 1，862 キューバ 1，612 プ Fレガリア 3，220 

ポーランド 796 東ドイツ 1，446 キューハ 2，865 

東ドイツ 626 ポーラ γ ド 1，070 ポーラ γ ド 2，832 

プルガりア 515 ハンガり一 968 チェヨ九ロバキア 1，500 

イ ン ド 5，276 ポーランド 5，341 北ベトナム 4，945 

キューバ 2，489 ノレーマニア 4，771 ルーマニア 4，359 

プルカ1 りア 2，104 北ペトナム 3，671 ハ γ ガリー 4，259 

フィンラ γ ド 1，946 フィ Y ラγ ド 2，178 キ且ーノミ

アラブ連合 1，751 北 朝 鮮 2，159 j包 朝 鮮 3，03 

出所zソ連貿易統計年鑑各年度版

示しているように思われる。又， 同じく第14表の (192)船舶関連設備に関し

てもフィンランドからの輸入はポーランド，東ドイツ，それにユーゴスラゲィ

7からのそれと同じ様な安定性を具備しているようである。
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および船舶関連設備 (19 2)輸入表 (上段紙・木材，下段船舶)

1969 1970 1971 

国
千

国 Itープり 1 国 |干ノレープリループリ

アィ γラY ド 52，315 フィンランド 35;828 オーストリア 13，647 

ポーランド 14，970 ポーランド 17，582 ポーランド 12，693 

西ドイツ 8，064 万一ストリア 10，52日 71γ ヲンド 7，067 

スェーデ γ 6，395 フヲンス 7，凹7 西ドイツ 6.947 

イタリア 5，342 イタリア 6，587 イギリス 5，326 

東ドイツ 139，619 東ドイツ 143，311 東ドイツ 99，270 

ポーランド 122，043 ポーランド 136，023 ポーラ γ ド 77，180 

フィ γヲンド 73，8日9 フィ γランド 69，743 7 ，γヲ'/ド 38，741 

ユーゴスヲグ<7 37，476 ユーゴユヲず<7 48，102 ユー"'̂ ラず+ア 24，648 

ス z ーデ γ 30，418 スヱーァン 35，日86 チzロスロパキア 24，035 

および動力設備(11 0)輸出表 (上段宜品，下段動力〕

1969 1971 

国 11ープり i 国 I干ループり 国 l千ノレ フいり
東ドイツ 4，478 キェ』ーパ 24，697 キューバ 8，449 

キー" 3，437 4" ，〆コレ 7，645 司'/コ Iレ 3，069 

ポーランド 2，515 東ドイツ 3，501 チzコ'"ロバキア 3，009 

チェコλ ロJヰキア 2，357 ポーランド 3，023 ハン f リー 2，876 

ブ Jレガリア 2，204 7' Iレカf リア 2，845 イ フ ン 2，315 

モロ v コ 10，306 東ドイツ 60，147 東ドイツ 66，035 I 

北ベトナム 4，755 オ七 朝 鮮 25，704 ゴヒ 朝 鮮 24，096 

jt 朝 鮮 4，103 モロヅコ 15，111 ブルガリア 21，747 

ルーマエア 3，973 シ リ ア 14，057 ノレーマユア

ポーランド 2，642 モンゴノレ 10，103 、/ り ア 12，579 

(1) 輸出の場合

ソ連邦の機械・設備の輸出構造を検討するとそこには二つの特質が浮かび上

がってくるように思われる。第ーは他の社会主義国とりわけ社会主義建設が相



28 (220) 第 114巻第8・6号

刻的に遅れている諸国への支援の性格が見うけられる ζ とであり，第二は開発

途上諸国へ申これら品目の輸出が意識的にみられる ζ とである。乙れら三つの

志向が底流にあるがために，年度毎に見た輸出相手国およびそこへ向けられた

量は全体と Lて大きな変動を示している。以下これらの諸特徴を例示しよう。

第一の論点、を第15表でみてみよう。て140)食品工業設備の仕向地としてキ晶

ーハが各年共上位に入っており，文7(}-ー71年とモ Y コノレが二位にあることが注

目される。そ ζには他の東欧コメコン諸国もすべて登場している。 (110)動力

設備においては北朝鮮，北ベトナム，ノレーマユア等やはり設備を緊急に必要と

している国が並んでいる点が留意されなければならないだろう。この二部門の

動きだけからでも各社会主義国の具体的な各時期での要求が1連邦の輸出と照

応Lている様子がうかがえるのである。

動力設備に関する国別輸出統計はその上に第二の論点に対しても具体例を提

供している。すなわちそこでは社会主義国とならんでシリア，モロッコ，フィ

ンランド，インド等に対してもかなりの輸出が行なわれτいることを示してい

るからである。しかしこの第三の論点に関しては次の第四表の方がより説得的

な指標であろう。

(16)完成工場の輸出は，主業の発展にとって，場合によっては新しい国際

分業を生みだす手段としてさえ重要なものであることは既に指摘したが，それ

がフツレガリア，キューバ，モンコ ル』等の社会主義国にむけられていると同時

にイラ人イ y ド，アラブ連合等に可成りの規模で輸出されてきたことをこの

表は示している。ここでこれらの諸国がいわゆる国家資本主義を通じる非資本

主義発展の道への可能性を臓する固として，ソ連邦によって重視されてきたこ

とに我々は思いあたるのである。 この ζ とはきらに (193)航空用資材につい

ては軍事的意味も加わり，より直接的な関係を持つであろうが，ここでもアラ

ブ連合，シリアへの輸出量が注意を引くのである。
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第16表 ソ連邦の匝別完成工場設備(!6)および航空用資材(l9 3)輸出表

〈上段完成工場下段肘唱用資材〉

1 9 6 6 1 9 6 7 9 {) S 

国 千ループ" 国 千ループリ 国 千ループリ

ブルガリア 13G，809 ブルガリア 148，885 ブルガリ? 162，445 

アラブrl!合 76，900 イ ュ， t 81，438 イ ユJ ド、 101.762

イ J ド 57.883 アラブ連合 72.650 モンゴー，レ 73.25<1 

モンゴール ι 1.517 モンゴール 64299 キューパ 63294 

アフガニスタン -40.5 aτ Jeベトナム 39，032 アラブ連合 60227 

ポーランド 13，9-41 キュー" 12.492 車ドイツ 1;i.761 

中 国 1 2，958 チェコ Ã~パキア 11.508 ブルガリア l"3.507 

ブルガリア 11.314 ルーマニア 9目751 キ且ーバ / 3，0' 2 

キ"11，064 r:tl 国 9，&55 ポーランド ) 2 ，，~ 1 4 

チェコスロ"キア 9，807 アラブ連合 7，809 ハンガリー 9，2 3~ 

1 9 6 9 1 9 7 0 1 9 7 1 

国 千ループリ 国 千ループ') 国 千ル-7')

プルガリヘア 113261 イ ラ ユノ 114，737 出所・ソ連貿易統計年鑑

9[，158 
各年度版

イ ヲ J 98，264 ブルガリ 7
ただし完成工場設備の

イ " ド 92，126 l!!ドイツ 79，485 7 1年目数値は，統計

モンゴール Z¥，842 
合頚変更Dため得られ

キ品ーパ 80246 
，~い

モンゴール 77，722 アラプ連合 70，735 」
チ>コスロJ~キア 30，997 アラブ辺合 39，$39 プラプ連合 35，046' 

東 F イツ 24，210 東ドイツ 20，560 テェヨユ口"ヰ・7 :3 38 98 

アラブ連合 18，6 D 0 デ玉コユロパキア 17，γ2叫 中 国 30，379 

ハンガリー 1'2，194 ハンガリー 12β82 車ドイツ 25β87 

ポーランド 12，022 ブルガリ 7 11，8 76 C' リ ア 12，900 
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第17表 ソ連邦の国別鉄鉱石 (24001)

1968 

国

ホー 7 ンド 7，850 チェコλ ロパキ7 8，665 ポーランド 9，990 

チz吉見ロパキア 7，662 ポランド 8，584 チヱヨスロパキア 9，533 

東戸イツ 2，594 ルーマニア 2，670 ルーマニア 3，138 

ノ、ンガリー 2，572 ノ、ン力局リー 2，645 円ンカ'リー 2，709 

Jレーマニナ 2，428 東ドイツ 2，460 東ドイツ 2，603 

東ドイツ 41.3 東ドイツ 41.6 東ドイツ 41.4 

チェコユロバキア 19.7 チェ，，，ロパキア 24.2 チz 司九ロバキ7 25.2 

/、ンカみリー 9.8 ハンガりー 9.5 ハンガリー 10.6 

フィンランド 6.0 7 ，γ ランド 6.0 フィ γ ラγ ド 6.0 

オf，'-ランド 4.6 ポーランド 4.0 ポーラ y ド 4.0 

出所 ソ連貿易統計年鑑各年度版

第四表 ソ連邦D国別原油・石油製品 (21・22)

1966 1967 1968 

国 |千トン 国 |千トン 国 |千トン

イタりア 8，877 イタリア 11，949 イタリア 11，865 

手ェヨスロパキア 6，900 チzコ"ロ"キ7 7，924 手，コ見ロノ，辛? 8，380 

東ドイツ 6，323 ブィ Y ラγ ド 6，461 東ドイツ 7，553 

フィンラ γ ド 6，020 東ドイツ 6，263 フィンラ y ド 7，526 

キーと 5，090 西ドイツ 5，587 酉ドイツ 5，950 

日 オヒ 1，193 日 本 1，288 ポーラソド 938 

"'ーランド 737 東ドイツ 717 目 本 749 

東ドイツ 671 ポーランド 700 東ドイツ 701 

ノレーマニア 342 ノレーマ三ア 384 ノレーマエア 503 

イタリア 220 イタリア 219 チzコ?"パキア 400 

出所 ソ連貿易統計年鑑各年度脹

IY ソ連邦の原燃料・鉱物貿易構造

判構造的特徴について
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および鉛 (27005)輸出表 ι土段鉄鉱石.下段鉛〕

1969 1970 1971 

国 |千トン| 国 国 干トン

オミ ランド 9，977 チェヨスロパキア 10，820 チェコλ 回"キア 10，990 

チェコスロパキア 9，168 ポーラ γ ド 9，894 ポーランド 10，308 

ノレーマニア 3，832 ノレーマユア 4，245 ルーマニア 4，300 

ハンガりー 2，780 ハンガリー 3，030 ハ γ カーリー 3，001 

東ドイツ 2，464 東ドイツ 2，687 東ドイツ 2，759 

東ドイツ 49.8 東ドイツ 44.4 東ドイツ 46.4 

チェコ見戸パキア 25.0 チzヨスロパキア 24.9 チェコ九回"キア 22.3 

J、ンカーりー 10.5 ノ、ンカF り一 11.1 ハンガリー 11.2 

7.{/ラy ド 6.0 7;ンヲジド 6.0 7-iYラγ ド 6.0 

オミ ランド 4.5 ポーランド 3.9 ポーランド 4.0 

および銑鉄 (26001)輸出表 (上段石油，下段銑鉄〉

1969 1970 1971 

国 1千トン| 国 |千トン| 国 |千トン

イタリア 10，736 チェコ九ロパキア 10，466 チェヨ'"ロパキア 11，811 

チ'"0';えロパキア 10，028 イタリア 10，195 東ドイツ 10，378 

東ドイツ 8，848 東ドイツ 9，342 ポーランド 9，550 

ポラ γ ド 8，191 ポーランド 8，642 イタリア 9，002 

7，，:/ラ/'f' 8，083 7ィγ ヲy ド 7，775 フィンヲ γ ド 8，567 

ォモーヲ γ ド 1，205 ポーランド 1，484 ポーランド 1，538 

東戸イツ 723 東ドイツ 807 東ドイツ 882 

チzコ月冒パキア 700 チェコスロパキア 784 チェコ見ロパキア 726 

ノレーマニア 517 yレーマニア 499 ルーマュア 525 

日 本 443 日 本 272 日 本 235 

すでに第一節でソ連邦と東欧コメコ Y諸国との貿易構造を全体とじてみた際

にその重要な特徴主して，ソ連邦は (2)燃料・鉱物・令属を輸出する構造を持

っていることを指摘しておいた。事実この項目のソ連邦の輸入依存率はいずれ
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第19表 1970年におけるソ連邦の

却1 コー Fλ 【千，， 1_ '''.i 
宝1.22I Wlrll及石油製品(S-t)
"∞1 佐鉱石(千"1..31"'1 3.61"1 
24叩 マソガ柑〈刊 ~ l l l 
白山 Y ロ 占値〈千;)11 1""' I ".1 主三
25叩1 若 綿目。 1
2田" 精選燐挺:石(百"

銑鉄(8"t)1  ，.. I "1 

圧延鋼材〈百"

日芸
マチサントー〈百"
JスK デヰール

朝Co"

2剛亜鉛〈百"1 1 ，23 1 ".3 1 1 23.5 I 
"，醐 7Tミ 中ム日t)!.4402 ¥ :45，3 t 4.2.3 I 43-:71 -I~II 49:41 Ú.~.I 
訂日 ~~不 γ ウム(古 t?1 I 62.0 I 6U I 
出所 γ速貿必統計河三盆 1971咋度版

も極めて低く，又輸入品目別の検討からとくに国際分業に関連して興味ある問

題を検出することはできなかった。したがってここでは輸出構造だけが姐上に

のせられる。この場合も同じ<1966年~71年の 6年間を対象とした。

燃料・鉱物・金属の輸出構造の特徴は一言でいってその供給の安定的性格で

ある。 ζの場合，社会主義諸函に対し亡は勿論だが，場合によっては資本主義

国への輸出も安定しているものもある。今一つは輸入において (27006)錫が，

fギリス，ポリピア，マレ 戸アと非社会主義国からのみ輸入されているが，

輸出においても僅かな品目とはいえ仕向地が非社会主義国のみから成ヮている

ものが存在することである。

供給の安定的性格は第17表の鉄鉱有 (24001)左鉛 (27日05)の場合に顕著で

ある。両品目の場合ともブノレカリアを除〈東欧コメコ γ五ヶ国に集中し，国の

順位も，さらには各国の輸入量もほぼ漸増という共通の特徴をもっている。 ζ
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原・燃:*4，金属白国別輸出価格
"件位;100附ル プ"

のことはソ連邦の貿易構成の特質を考える時，極めて重要なことに思われる。

またかかる特徴が， これら二品目の他， (261)鉄合金， (2日1)コークス，

(200)石炭及無煙炭等の場合にもうかがうことができることを指摘しておこ

う。

それでは第二に社会主義国への輸出にお吋る安定性は資本主義国に対し ζは

どのような姿を示すのであろうか。第18表をみよう。こ ζでは原油・石油製品

の場合に登場Lて〈るイタリア，フィンランドと銑鉄における日本とは対照的

である。イタリア，フィ Y ラγ ドは安定した様相を皇じているのに対して，日

本の場合は大きく変動している。 ζれはイタリアの場合にENIとソ連邦機関

色の協定，フィ γラγ ドの場合には密接な国家間諸協定が関連している E思わ

れる。しかもこのことは資本主義国でもソ連邦との長期貿易協定の締結によっ

て安定した資源の供給をソ連邦から受けうるか否かという資本主義諸国の政策
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とかかわって現実的には重要な論点である。

(b) 貿易価格の実態

コメ以ンにお円る国際分業構造の性格を掌握する場合の重要な環は貿易価格

の実態である。これ迄析出してきた構造的特徴がもっ意味，又資本主義的国際

分業と比較した場合D社会主義的性格もこの分析なしに結論づけることはでき

ないであろうu しかしこの課題の追求は幾つかの条件に土。て制約苦れぎるを

えない現状にある。第 に朴会主義国聞の貿易は現実には三届間長期貿易協定

に基づいて行なわれるため，特定品目の輸出入価格の国際比較はそれ自体とし

てぬ分析上制限された意味しか持ちえない。何故ならそこではたとえばある品

目の輸出価格の低廉さは他の品目の輸入価格の廉価と対応しているかも知れな

いからである。したがって第二に貿易価格のもつ国民経済的意味を検討するた

めには，輸出価格および輸入価格を別々に取扱うのではなく，両者の関連たと

えば交易条件を問題とすべきであるということになろう。しかし，この場合単

位価格が得られる 5桁分類水準の資料ではとくに機械・設備に関してこれら各

生産物の精度，性能，容量等使用価値の相違が識別されないため計算不能であ

る。だから燃料，鉱物，金属を輸入して機械・設備を輸出する東欧諸国のソ連

邦との突易条件の検討は今のところ諦めざるをえない九第三の制約条件は各

国通貨の換算に関係する。すべてがループリ建てであればかかる問題はないと

いえるが資本主義諸国との貿易においてドル，ポンド，マノレク建て等で成約さ

れそれをノレ プリに換算ずる場合には，ソ連邦の各国別輸出価格の相互比較は

その意義を滅ぜざるをえなL、からである。

このような限定を前提とした上で一つの検討資料を掲げよう。第四表がそれ

である。との表は1970年におけるソ連邦の燃料，鉱物，金属に関して単位当り

輸出価格を計算し，東欧コメコ0/6ヶ国，他の社会主義国，発展した資本主義

5) H. M田de戸haus~I1，“ Tenn.5 oI Trade Lelw酎 nthe Soviet Union and Smaller COlll" 

munist Countries， 1955-57，" The Review of Eωnomics and 晶atistics，Vol. 41. 1959. 
は突易条件を横討する際に機械・設備を除いている.しかし私がI帥で析出した国際分業構造を
前提とすれば，彼の検討結果の持つ意義は制約されざるをえない。
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国，開発途上国の別にグループ分けして相互に比較したものである。猶この場

合価格はFOBに統ーしてある。

この第四表から一般的特質を検出することはとくに第3の制約条件のため危

険を伴うが，次のことがいえそうである。第ーは東欧コメコン諸国向け価格が

必ずしも他の地域向け輸出価格と比較して廉価にはなっていない。とくに発達

Lた資本主義国向けの場合の価格に比して石炭，原油及び石油製品，鉄鉱石，

T ンヵーン鉱，黄鉄鉱，石綿，精選燐鉱石， フエログローム，圧延鋼材等の品目

が割高になっている点が注目に値する。他方，発達した資本主義国向け価格が

東欧コメコン諸国向けのそれより高いのは銑鉄，鉄スクラップ，銅，亜鉛，ア

ノレミニウム，マグネシウムである。第二は開発途上国向け輸出価格はいづれも，

発達した資本主義国向け価格よりも高価となっている。第三はアジアの社会主

義国向け価格はコメコ γ加盟国たるモンゴーノレを含め C総じて，束欧コメ以ン

諸国向けあるいは発達した資本主義国向け価格に比して高〈なっている。

ょの第ーの特徴はソ連邦の学者が容認している主張 原燃料鉱物生産は巨

額な設備投資を必要とじ，したがって投資効率が悪く価格が割高にならざるを

えないとの，あるいはまた社会主義世界市場での機械・設備に対する原燃料・

鉱物の価格比は資本主義世界市場でのそれに比較して相対的に高価に位置づけ

られているωとの t関連Lているかも知れない。 さらに文このような貿易

価格の国際比較から見うる諸特徴， とりわけ第1，第2のそれは，他方でコメ

コY体制をソ連の支配・収奪の機構と把握じs ソ連邦の開発途上国との国際分

業の発展を新植民地主義政策の展開と規定する中国の主張7)の根拠と重なって

もいるだけに理論上の整備がとくに要請される。そLてこのことはこ ζで検出

した貿易価格の世界市場的構造が現在の客観的事実と照応していると考えるこ

とを許すのかもしれなし、。

6) 例えばエヌ バウチ」ナ「社会主義国際生産諸関係についてJ W世界経済と国際関係J1968年
4号。
7) ，ソ帳新植民地キ言寄り黒い鯛釦北京周報， 1974年16号. ，コメコン ソ修町新植民地主義
推進の道具J北京周報， 1974年27号。
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V 結 び一一問題提起

コメコ γ諸国が各国の経済構造を接近させ且つ平準化をすすめることに成功

してきたことは多〈の指標によって確認されてきている。文本稿での統計的検

証によっても例外ない工業化の進展，貿易量の漸次的増大，貿易の安定的性格，

機械・設備における国際分業の深化，計画的国際分業の創出など競争と無政府

性を特徴とする資本主義国際分業原理に対する計画経済原理の優位性を示す諸

特質が明らかにされている。このことは疑う余地のないことであろう。

社会主義的国際関係の進展は， 1949年のコメコY形成にはじまり，経済協力

の発展の中で1962年の「届際分業の基本原理」採択を経て，その経済関係を豊

富民し，その展開はさらに1971年の「経済統合の総合計画」採択に至るまで深

化し現伝に至っている。したがって現在では社会主義的国際関係の構造把握は

「国際分業」の分析によるだ村では不充分であり「経済統合」の解明によって

なされなければならないところまで来ている。そしてソ連邦り議論ではこの方

向はさらにレ =ンが述べた「単 の世界経済J"へ向かつての必然的な過程

であるとの到達目標と結合させられているυ この上うに経済協力→国際分業→

経済統合→単一の世界経済， 10，、う過程は現実に着々とその地歩を固めている

が，この場合の基礎にある論理はし、かなるものであるのかのそれは又ホ分に説

得力をもつものなのかを問わなければならない。何故ならコメコン加盟国であ

るルーマニアのコメコ Y体制批判9)， 又アノレバニアと中国のコメコン批判，あ

るいは更にベトナム民主共和国も経済統合に一定の批判点見地をもっている 10)

という厳しい現実があり，他方資本主義国の{則からも，コメコ γをソ連邦支配

体制と Lて描き出す見解が跡をたたないからである印。本稿で析出された国際

8) ν ヱソ「民政問題と植民地問題についてのテーゼ草案」
9) チャゥ、ンェスク「ル マニア其産党は，ルマュア人民の革命的，民主的闘争，ル マユ?労
働者陪扱P社会主義運動の継草者であるJr世界政治賢料-J1966年.， No. 2420 
10) ドアγ チョソ チュエ:.-'.ファム タイン・ビソ「独立したベトナム由民経済の建設J r世
界政治資料JNo. 278，なお注 9)10)に関しては筆者の未定稿「社会主義国際分業と自力更生」
京式主圭済研究所ディスカッションペーパー.1972年6月で取扱勺ている.
11) 前掲メンダースハウゼγ論文が丹念な賢科検討に基づいているだけiz注目される，



コメコン国際分業の社会主義的性格について (229) 37 

分業構造の特徴のいくつか，たとえば燃料，鉱物，金属部門のソ連邦への依存

構造，あるいは電子計算機とトラッグの場合にみられた部品・完成品分業構造

の存在，さらにソ連邦の燃料・鉱物・金属輸出価格の検討の際に見られた諸問

題も，この点の理論的解明を求めているといわなければならない。

社会主義世界経済体制の発展を説明する論理は通常次のように展開されてい

る'"。論理の基軸は分業論におかれる。歴史は分業の発展過程でもある。社会

的分業の発展が生産り社会化を導き，それは同時に生産の国際化に連なる。乙

の遇程こそ強い力で貫徹する基本的法則である。そしてこの過程が戦後段階に

おいては科学技術苧命によって加速化され，現代の生産の社会化1・国際化の進

展が，現存では経済統合を不可避なものたらしめており， これは同時に「単一

の世界経済」へとすすむ道でもある，というのである。この論理は，社会的分

業の発展という基本法則が貫〈過程でそれに制約を加える諸条件を一定の段階

毎に明らかにしてそれを克服する処方皇室(それは園際分業であり z 計画の調整でJ;;

0，経済統合等である〕を提起するというものであって， いいかえてみれば次の

ようになるであろう。つまり，社会的分業の発展は，全歴史を通じての生産力

の発展の法則である。この生産力の発展に照応した国際関係の枠組を段階的に

っくり上げてゆくことが，現段階の社会主義にとっての合法則的な道でありi

基本的な課題であると。これは，生産力の発展に生産関係は照応するという唯

物史観の公式を，生産力の発展に圃際関係は!照Uoしなければならないという形

で適用したものであり，又ζれは社会主義世界市場の基本的矛盾を生産力発展

の国際的性格と国家形態による制約との矛盾としてとらえる多くの社会主義国

の経済学者の議論の具体化でもある。だから ζの論理は，現実の一面として指

摘されうる生産力の発展のみを，しかも極めて抽象的一般的に取扱ったもので

あるということができる。そして事実ここでは，社会体制の相違すら解消され

てしまわざるをえない。だから例えばソ連の世界経済国際関係研究所の主張の

12) 例えばエム，マクシモワ「経済統合J W世界経済と国際関係~ 1969年 5号，および「社会主義
世界体制の発展法則Jr平和之社会主義の諾問題J (邦訳)1972午春季号。
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ようにECもコメコ γも，ラテ yアメリカおよびカナダを従えた米国も，オー

ストラリア，エュジーラ γ ド，カナダをふくめた日本も. LAFTAもすべて

経済統合に向かっている13り というように現代の帝国主義体制の矛盾の構造を

把握しえない一般化がなされてしまうのである。このような生産力の発展一般

に傾斜した論理を前提とすれば，国家主権の不可侵，民族国家の枠を重視する

ような主張と政策は民族主義的偏向として批判することになるのは当然である。

ここに現在の社会主義諸国間の小団結り根因由一つがある。

他方， ζの論理を批判する立場のものとしてノレーマーアの学者の見解があ

る1九彼らは次のように主張する。現在のヨメコン加盟国の範囲で経済統合を

進展させるのは誤りである。第ーにコメョ y非加盟社会主義国をも含めて経済

統合を推進させるべきであるし，さらに第二に資木主義諸国をも含めた全世界

的規模で自国の国際分業上の地位を確定しな行ればならないと。そしてこれが

菌家主権尊重論E一対になっていることはあらためていう迄もない。主体性を

もって世界の中での自国の国際分業上の位置を決定してい〈という ζとにノレー

マニアの眼目はあるからである。しかしこの場合も分業の発展一般を論理の軸

としている点がさきの論理と共通していることに注目すべきである。

もともと格差をもって社会主義への道に入った各国の生産の社会化，国際化

はそれ自体としては国家閣の経済力較差を生み出す必然性をもつものであり，

それを社会主義的国際関係のあり方によって阻止することにこそ社会主義体制

のすぐれた点があるのだが，双方が生産力視点のみで論議しても問題解決には

ならないであろう o これが第 の問題点である。

このように現在社会主義経済統合をめくる見解の対立は，生産の国際化論と，

生産力が相対的に劣位な国の国家主権論との間にあらわれているが，私にはさ

らに両者に共通よる理論的弱点、が存在することを明確にすることが重要な事に

思われる。それは双方の論理に現在の時期についての正しい歴史的段階規定が

13) r干和と社会主義の諸問題J (邦訳)1973年冬季号.
14) 前掲「社会主義世界体制。発展陸自IJJにおけるルーマエアの学者の見解を参照のとん
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第四表 ソ連邦の国群別輸出入及び貿易収支

(上欄輸出，下欄輸入) (単位 100万ルプリ)
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失如している ζ とである。世界的規模で資本主義が支配していた段階から社会

主義の全面的支配への過渡期において，しかも未だ社会主義の力が資本主義り

それを陵駕するに至っていない現段階についての全世界における，又社会主義

世界体制における経済的諸矛盾についての認識を論理に導入していない点がこ

の欠陥を摘出し，解明する鍵であるように思われる。

ツ連邦の主張において，全般的危機第三段階論の信奉がその つの癌となっ

ているように，他方でのノレ マニアの全世界的規模での分業という理論，およ

び中国が現実には非社会主義国との貿易を主体としてしまっている事実も，帝

国主義優位下の世界経済主いう現在の客観的事態とそこで作用している法則把

握に失敗している有様を象徴しているように思われてならない。

すでに本稿で統計的に検証したように資本主義国であってもソ連邦との安定

した貿易を行いうるようになってきていることは確かに社会主義陣営が強化さ

れたことを示す一事例であろうが，第2日表に示されるように60年以降発達した

資本主義国と由貿易では大巾に人起であること，あるいはすでに指摘したよう

に， ソ連邦が機械・設備導入領域に一定。J枠を設定していること， 燃料・鉱

物・金属のコメコ γ諸国への輸出価格より発達した資本主義国へのそれが安価

であること， コメコ Y内部に固有の価格基盤が未だ成熟していないιと等も，

すべて依然として資本主義の技術水準の優位の下でその影響を色濃くうけなが

ら社会主義的国際関係を展開せざるをえないとし、う歴史的移行期における現段

階の経済的特徴を反映していると理解きれないだろうか。社会主義の資木主義

へのインパクトを問題にすると同時に現段階における後者の前者への作用の問

題を社会主義陣営が全体として真剣に考慮する中ではじめて社会主義世界経済

体制に内在する諸矛盾の正しい解決策が生まれてくるであろう。

(付記 本稿は1974年10月に経済理論学会において報告したものである。〕


